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地域とともに多様な団体・組織と進める
別府市インクルーシブ防災

“誰ひとり取り残さない防災”
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大分県はここです。

別府市

人口： 113,311
男： 52,130
女： 61,181

（令和5年9月30日現在） 別府市宣伝部長 べっぴょん
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本日の内容について

①教訓から取り組みへ

②別府モデル（個別避難計画）作成手順を学ぶ

別府市宣伝部長
防災べっぴょん ４
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被災地への支援活動（後方支援）
・救援物資配送（大分県内福祉施設・大分県トラック協会・大分県JC・大分県民・大分県）
・炭配送（臼杵南中学校・県内NPO団体・大分県東部森林組合）
・避難者体調管理（大分県柔道整復師会・大分県生協）
・建物調査（大分県建設業協会・大分県建築士会）
・要配慮者宅土砂撤去（大分県建設業協会）
・行方不明者捜索活動（大分県災害ボランティアネットワーク）
・ボランティア活動支援（活動支援金募集・活動支援物資）
・義援金箱・ボランティア活動支援金箱設置
・福島っ子応援プロジェクト など

６

これまでの被災地での教訓は何だったのか？

被災地では、これまでの被災地と同じ苦しみと悲しみを被っている。

被災する前に教訓を学び、被災しない住民、被災しない地域をつくらなければ。。

そのためには、仕組みに出来るものは仕組みに。。
できないものは関係機関や地域で支え合いながら命と暮らしを守る日常的なつながり
を創る必要がある。
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2006年12月に採択された国連障害者の権利条約は
障害のある人の基本的人権の促進・保護すること、
固有の尊厳の尊重を促進することを目的とする国際
的原則 ８



活動の進め方（電動車いす利用者 一人暮らし）

①地域で活動する組織の洗い出し（仮例）
・自治会長・民生児童委員・福祉協力員・消防団・婦人会
・地域包括・老人会・社協・施設・NPO法人・病院・警察
・まちづくり協議会・消防署・商工会・サロン

②上記組織の活動エリアの確認
③各組織の把握項目内容の確認
④災害時要配慮者について必要な支援
・平常時・避難準備情報・発災時・避難時・避難所にて・

その後
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別府市インクルーシブ防災
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地域住民等への
説明会

5分30秒

①

１１



別府市インクルーシブ防災業務検討委員会(避難行動要支援者連絡会議)

★アドバイザー
同志社大学教授 立木 茂雄 氏
IIHOE「人と組織と地球のための国際研究所」代表 川北 秀人 氏
★講師
特定非営利活動法人 さくらネット代表 石井 布紀子 氏
★協力
人と防災未来センター研究員 松川 杏寧 氏
同志社大学大学院 辻岡 綾 氏
★記録映像作成
ディレクター 迫田 朋子 氏
カメラマン 並木 大典 氏

★別府市役所

福祉共生部 福祉政策課
高齢者福祉課
障害福祉課
ひと・くらし支援課
子育て支援課

いきいき健幸部 健康づくり推進課
観光戦略部 文化国際課
企画部 総合政策課
教育委員会 社会教育課

スポーツ健康課
共創戦略室 自治振興課

防災危機管理課

★福祉フォーラムin別杵・速見実行委員会

代表 盲導犬ユーザー
自治会副会長
車いすユーザー
弁護士
大学教授
在宅障害者支援ネットワーク事務局

開催当初

１２



22分34秒 ②
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★障がい当事者、
相談支援専門員、
自治会役員達が、
もたらされた情
報からどんな支
援が必要なのか
『みんなが助か
るために』を協
議しながら支援
内容を決定する

１４



１５



★要配慮者や、家族が地域の方々と顔の見える関係
構築ができ、安心して暮らし続けられることが大切
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資源調査

・利用している事業所
・病院や施設
・不動産屋、大家
・地域生活支援
センター

・その他事業者 など

・自治会、民生委員
・障害者団体
・老人クラブ
・その他団体や個人

など
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・行政の関係部局
（福祉・医療・保健等）
・NPO／NGO
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・警察 など
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災害時ケアプラン
（地域のタイムライン）

調整会議

私と地域のタイムライン
を含むプラン案作成

プラン確認と個人情報
共有同意がセット

ステップ6

当事者

防災部局

CSW

民生委員

自治会長

福祉部局

事業所

支援者

家族

ケース・
マネジャー

©松川杏寧・村野淳子・立木茂雄
2021年5月22日
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当事者力、平時に利用ならび
に災害時に利用可能な社会資
源を、担当のケアマネジャー
や相談支援専門員（CM)が網
羅的に調査

インクルージョン・
マネージャー相談支援専門員

当事者による
プランの確認
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当事者の生活にどのよ
うな支障が生じるのか、
ハザードインパクトが
伝わるようにすること
が大切

あなたのまちの直下型地震
わたしのまちのマルチハザード

等
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作成
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なるべく多くの
ステップに

当事者が参画する！

災害時ケアプラン（別府モデル）作成ステップ
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翌01:34 堤防決壊  近所で２階に逃げた人は助かったが…

逃げて！避難所がわからない

近所の人に聞いて！

近所に知り合いがいない
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4分30秒

③
③
③

③
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避難するための

確認訓練

6分55秒

２４
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誰一人取り残さない防災

全ての人に寄り添い、別府市総働で

災害から命と暮らしを守る
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